
平成２８年度地方公共団体の勤務条件等に関する調査結果
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１ 勤務時間及び休暇等に関する事項

調査対象団体数…１，７８８団体

※調査対象者

(１)～(６)：一般職非現業職員のうち首長部局に勤務する職員

(７)～(８)：一般職に属する職員(警察・消防・教育公務員含む。)

（１）勤務時間の状況（平成２９年４月１日現在）

（単位：団体）

区 分 団体数 週38時間45分 週38時間45分より長い

割合(%) 割合(%)

都道府県 47 47 100.0 0 0.0

指定都市 20 20 100.0 0 0.0

市区町村 1,721 1,717 99.8 4 0.2

合 計 1,788 1,784 99.8 4 0.2

○ 勤務時間が週38時間45分（国と同じ）の団体１，７８４団体（前年度比＋３団体）

○ 〃 週38時間45分より長い団体……… ４団体（前年度比▲３団体）

（２）休息時間の廃止の状況（平成２９年４月１日現在）

○ 休息時間を廃止済みの団体……………………１，７８８団体（前年度比＋１団体）

※ 全団体が休息時間を廃止

（注）「休息時間」とは、公務能率の増進を目的とした短時間の勤務休止時間であり、当該時間は勤務時間に含まれる。

（３）時間外勤務代休時間の導入状況（平成２９年４月１日現在） 【表１（Ｐ６）】

○ 時間外勤務代休時間の制度を導入済み又は平成２９年度中に導入予定の団体

……………………………………………………１，７０５団体（前年度比＋７団体）

（注）「時間外勤務代休時間」とは、月６０時間を超える時間外労働に係る手当の割増支給分に代えて取得する代休時間のこと

である。

（４）年次有給休暇の使用状況（平成２８年） 【表２（Ｐ７）】

○ 年次有給休暇の平均使用日数………………………１１．０日（前年比＋０．２日）

（５）１回の病気休暇の上限期間の状況（平成２９年４月１日現在）

【表３（Ｐ８）】

○ １回の病気休暇の上限期間が国と同じ（９０日）団体……１，５７３団体

（前年度比＋１７団体）

〃 国と異なる団体……………… ２１５団体

（前年度比▲１７団体）
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（６）主な特別休暇等の状況（平成２９年４月１日現在） 【表４（Ｐ９）】

○ 国に制度のない休暇を設けている例

「夏季における休暇」「盆休暇」「運転免許更新」「メーデー」「祭り」を

設けている団体が減少

１６１団体（前年度比▲８団体）

（７）介護休暇の取得状況（平成２８年度） 【表５（Ｐ１０）】

○ 介護休暇を取得した男性職員………………… ６４４人（前年度比▲１２１人）

〃 女性職員…………………１，８５２人（前年度比▲１８１人）

○ 介護休暇の期間は、男性職員の４割強、女性職員の４割弱が１月以下

（８）育児休業等の取得状況（平成２８年度） 【表６（Ｐ１１～１３）】

○ 育児休業を取得した職員（新規及び継続の合計）

…………………………………………９４，２６０人（前年度比＋３，８２２人）

○ 新たに育児休業を取得した男性職員… ２，１３３人（前年度比 ＋４２７人）

〃 女性職員…４０，０１３人（前年度比 ＋２６８人）

○ 新たに育児休業取得可能となった男性職員…５９，７２１人

〃 女性職員…４０，３６１人

○ 男性職員の育児休業取得率 …………… ３．６％（前年度比＋０．７ポイント）

女性職員 〃 ……………９９．１％（前年度比＋１．６ポイント）

（注）平成28年度中に新たに育児休業が可能となった職員数に対する同年度中に新たに育児休業をした職員数の割合

○ 新たに育児短時間勤務を取得した男性職員… ７２人（前年度比 ＋２人）

〃 女性職員…２，９９３人（前年度比＋１４５人）

○ 新たに部分休業を取得した男性職員…… ５９５人（前年度比 ▲５７人）

〃 女性職員……１１，１８８人（前年度比 ▲１９２人）

○ 配偶者出産休暇取得率 …………………………４２，７４６人（７１．６％）

育児参加のための休暇取得率…………………………１９，６７２人（３２．９％）

（注）（ ）内は平成28年度中に新たに育児休業が可能となった職員数に対する同年度中に上記休暇を取得した者の割合

○ 配偶者出産休暇又は育児参加のための休暇取得率…４４，５８５人（７４．７％）

（注）（ ）内は平成28年度中に新たに育児休業が可能となった職員数に対する同年度中に上記休暇のうち、

どちらかもしくは両方の休暇を取得した者の割合
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２ 競争試験における受験者数、合格者数、採用者数、競争率に関する事項

（平成２８年度）

【表７、８ 図１、２（Ｐ１４～１７）】

※調査対象者

人事委員会又は任命権者が実施した職員採用競争試験

(教育委員会が実施した教員採用のための選考は含まれない。)

（１）受験者数

○ 受験者数……………………………５２０，４００人(前年度比▲１６，２２７人）

（試験区分別）

大学卒業程度試験………………３０８，４３１人(前年度比▲１２，１６０人）

短大卒業程度試験……………… ５６，７２７人（前年度比 ▲２，９０２人）

高校卒業程度試験………………１４１，１９６人（前年度比 ▲２，２０５人）

その他の試験…………………… １４，０４６人（前年度比 ＋１，０４０人）

（団体区分別）

都道府県…………………………１９０，２８８人（前年度比 ▲６，６９４人）

市区………………………………２９５，７０７人（前年度比 ▲７，３２２人）

町村……………………………… ３４，４０５人（前年度比 ▲２，２１１人）

（２）合格者数

○ 合格者数………………………………７９，９４５人（前年度比 ▲１，９７５人）

（試験区分別）

大学卒業程度試験…………………４５，８２０人（前年度比 ▲１，２４３人）

短大卒業程度試験…………………１２，４９８人（前年度比 ▲５７２人）

高校卒業程度試験…………………１９，６７６人（前年度比 ▲３３２人）

その他の試験……………………… １，９５１人（前年度比 ＋１７２人）

（団体区分別）

都道府県……………………………３１，５３３人（前年度比 ▲６８９人）

市区…………………………………４１，９５７人（前年度比 ▲１，２８６人）

町村………………………………… ６，４５５人（前年度比 同 ）

（３）採用者数

○ 採用者数………………………………６１，５４６人

（試験区分別）

大学卒業程度試験…………………３３，７４７人

短大卒業程度試験…………………１０，６０２人

高校卒業程度試験…………………１５，５７９人

その他の試験……………………… １，６１８人

（団体区分別）

都道府県……………………………２０，５１７人

市区…………………………………３５，１０８人

町村………………………………… ５，９２１人
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（４）競争率

○ 倍率……………………………………………６．５倍（前年度比▲０．１ポイント）

（試験区分別）

大学卒業程度試験…………………………６．７倍（前年度比▲０．１ポイント）

短大卒業程度試験…………………………４．５倍（前年度比▲０．１ポイント）

高校卒業程度試験…………………………７．２倍（前年度比 同 ）

その他の試験………………………………７．２倍（前年度比▲０．１ポイント）

（団体区分別）

都道府県……………………………………６．０倍（前年度比▲０．１ポイント）

市区…………………………………………７．０倍（前年度比 同 ）

町村…………………………………………５．３倍（前年度比▲０．４ポイント）

（注）倍率は、受験者数／合格者数

（５）男女別

○ 男女別

（受験者）

男性………………３３１，３７４人（前年度比▲１２，９９６人）(６３．７％)

女性………………１７３，２３３人（前年度比 ▲３，１２４人）(３３．３％)

不明…………………１５，７９３人（前年度比 ▲１０７人）( ３．０％)

（合格者）

男性…………………４４，６２７人（前年度比 ▲１，８７２人）(５５．８％)

女性…………………３３，６９５人（前年度比 ＋１０５人）(４２．１％)

不明……………………１，６２３人（前年度比 ▲２０８人）( ２．０％)

（採用者）

男性…………………３４，１１３人（５５．４％）

女性…………………２７，４３３人（４４．６％）

（注）受験者、合格者の「不明」は、申込書に性別の記入欄を設けていない試験のため、性別が不明のものである。

( )内割合は、各項目の全体に占める割合。

３ 安全衛生管理体制の整備状況に関する事項（平成２９年３月３１日現在）

【表９、１０（Ｐ１８、１９）】

○ 総括安全衛生管理者の選任事業場率･･････１００．０％（前年度比＋０．２ポイント）

〇 安全管理者の選任事業場率････････････････９９．１％（前年度比＋０．１ポイント）

〇 衛生管理者の選任事業場率････････････････９８．３％（前年度比＋０．４ポイント）

〇 安全衛生推進者等の選任事業場率･･････････９６．６％（前年度比＋１．５ポイント）

〇 産業医の選任事業場率････････････････････９８．７％（前年度比＋０．５ポイント）

〇 安全委員会の設置事業場率････････････････９９．５％（前年度比＋０．２ポイント）

〇 衛生委員会の設置事業場率･･････････････‥９７．２％（前年度比＋０．９ポイント）
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４ 心理的な負担の程度を把握するための検査の実施状況に関する事項

（平成２９年３月３１日現在）

【表１１、１２（Ｐ２０、２１）】

○ 常時50人以上の職員を使用する事業場における検査実施事業場率･････････９９．２％

○ 常時50人未満の職員を使用する事業場における検査実施事業場率･････････８７．２％


